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2004(平成 16)年度 

基本事業目的評価表 
 

基本事業名 11201 男女共同参画社会の実現に向けた総合的な取組の推進 

 

評価者 生活部男女共同参画室 室長 松岡 史子 

 059-224-2225 

 

政策・事業体系上の位置づけ  

 

政策：一人ひとりが尊重され、誰もが参画できる社会の実現 

施策：112 男女共同参画社会の実現 

施策の数値目標：男女共同参画意識普及度 

 

基本事業の目的  

【誰、何が（対象）】 

県民、市町村、県が 

 

【抱える課題やニーズは】 

あらゆる分野において様々な取組が必要であるが、県、市町村、県民が一体となった取組について

は、いまだ十分ではない。 

また、登用については男女で偏りがあり、性別かかわらず施策・方針決定の場に共同参画が進んで

いるとは言い難い状況にある 

 という状態を 

 

【どのような状態になることを狙っているのか（意図）】 

男女共同参画社会の実現に向けて協働で取り組んでいる 

 という状態にします。 

 

【その結果、どのような成果を実現したいのか（結果＝施策の目的）】 

県民一人ひとりが性別にとらわれず、生き方や価値観を尊重し合いながら、社会のあらゆる分野で

共に参画している 
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基本事業に関する各種データ 

 

2004 年度 基本事業に関する実績データ一覧 

基本事業の数値目標達成状況 必要概算コスト対前年度 

未達成・前年度より改善 減少 

 

基本事業目標項目及びコスト  

 

    2003 2004 2005 2006 

目標 27.5 35.0 40.0 50.0男女共同参画基本

計画を策定してい

る市町村の割合

(％) 

[目標指標] 

実績 22.7 29.8  

必要概算コスト（千

円）   39,756 34,178 43,989 0

予算額等（千円）   8,086 5,302 11,476 

概算人件費（千円）   31,670 28,876 32,513 0

所要時間（時間） 所要時間合
計(時間) 7,487 7,043 7,930 0

  
所管所属分

(時間) 5,950 5,723 6,400 

  
関係機関分

(時間) 1,537 1,320 1,530 

人件費単価（千円／

時間）   4.23 4.10 4.10 

必要概算コスト対

前年度（千円）    -5,578  9,811  -43,989

 

 

数値目標に関する説明・留意事項  

●男女共同参画社会の実現に向けた施策を推進するための計画を策定した市町村の割合を目標値

として設定しています。 

●2005 年３月を合併特例の期限として、市町村合併が進むことから、計画を策定している市町村の

割合に目標値を設定し、2002 年度の 20.3％から 2006 年度には 50.0％をめざし、2005 年度には

40.0％を目標としました。 

 

基本事業の評価 

 

2004 年度を振り返っての評価  

【これまでの取組と成果、成果を得られた要因と考えられること】 

●三重県男女共同参画推進条例及び三重県男女共同参画基本計画に基づき、三重県男女共同参画審

議会が男女共同参画施策の推進に対する評価と提言を前年度に引き続き実施しました。また、県は

年次報告をまとめ公表しました。 
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●三重県男女共同参画審議会からの意見聴取、防災生活振興常任委員会と子ども・家庭・社会問題

調査特別委員会の審議、三重県男女共同参画会議幹事会４回、推進会議１回の照会と検討を経て、

三重県男女共同参画基本計画第二次実施計画を策定しました。 

●昨年度末に策定された「男女共同参画の視点で進める三重県審議会等への委員選任基本要綱」に

基づき、戦略的な登用促進を図りました。 

●市町村との連携・調整を密にしたことにより、条例制定や基本計画策定、あるいは男女共同参画

都市宣言等の取組が進み、気運の醸成が図られています。 

●2004 年度の目標指標の実績は、合併を行った市は従来の計画を失効したり、今後合併が決まって

いる町村等については計画策定を控えているため、目標に達しなかったと思われます。計画策定を

考えている市町は多くあることから、合併の動きが固まれば、計画策定の割合も上がっていくと期

待されます。 

 

【前年度に残った課題、その要因と考えられること】 

●市町村合併を契機として、市町村の男女共同参画に関する推進体制の強化、男女共同参画市町村

基本計画の策定の促進が今後求められます。また、行政のみならず、県民、各種団体、企業などと

の連携・協働による男女共同参画社会の実現に向けた一層の取り組みが期待されています。 

 

他の施策等への貢献（総合行政の視点等）  

●総合行政は、大きく分けて、施策の狭間で抜け落ちている部分や重複する部分の調整をはかるこ

とで効果的、効率的に施策展開をはかることと、すべての施策をその視点で行うことの２つがあり

ます。 

●前者については、年次報告による課題の整理等により、各部局の役割を明確にし、適切な今後の

展開につなげました。 

●後者については、職員が男女共同参画の視点ですべての施策展開が図れるよう、引き続き研修を

実施しました。 

 

基本事業の展開 

 

2005 年度 施策から見たこの基本事業の取組方向  

注力 総括室長の方針・指示 見直しの方向 

→ 
審議会からの提言の具象化及び三重県男女共同参画基本計画第二

次実施計画の着実な実施を総合行政で取り組む。 
改善する 

 

評価結果を踏まえた 2005 年度の取組方向  

●男女共同参画に関する県民、各種団体、企業、市町村等との協働を一層進めるとともに、男女共

同参画基本計画第二次実施計画の着実な進展をはかるため、庁内の連携を密にし、適切な進行管理

を行います。 

●男女共同参画に関する年次報告書を策定し、進捗度を確認します。また、男女共同参画審議会に

おいて、施策の実施状況に関して評価を行います。 

●「男女共同参画の視点で進める三重県審議会等への委員選任基本要綱」に基づき、それぞれの審

議会等においてバランスのとれた登用促進に努めます。 
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費（再掲） 職員の能力向上や研修効率の向上を目的

に、ｅーラーニングコンテンツを作成し、

職員に提供する。 

研修機会の確保、研修効率の向上に役立つことか

ら、コンテンツの充実につとめるとともに、職員へ

の周知、学習環境の整備等を働きかけていく。 

1,838 11 378 0 → 現状維持 間接的 中期的 
K 人権研修事業（再

掲） 企業等における人権学習等を支援すること

を目的に、学習教材を作成し、配付する。

企業、団体等が実施する人権研修を支援し、積極的

な活用が図られるようにすること。 

9,461 -40 1,400 -25 → 改善する 間接的 中期的 

L 人権相談事業（再

掲） 

人権相談に的確に対応するため、関係機関

とのネットワーク化を図るとともに、法律

相談を実施する。 

人権相談ネットワークを活用し、相談・支援体制の

連携を充実するとともに、人権講座等を開催し、相

談員の資質向上を図っていく。また、各地域で活動

しているＮＰＯ等の相談員とのネットワーク化を

進めていくこと。 

 

2004 年度をもって休廃止した事務事業（休止中含む）  

種別 事務事業名 理由 
2004 年度 

予算額等（千円） 

2004 年度 

所要時間（時間）

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 


